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人間福祉学部研究会









第 1回 2019年 6月 19日（水）
•テーマ 第 2世代マインドフルネスとソー
シャルワークとの融合可能性
発表者 池埜 聡 人間福祉学部教授
•テーマ 地方財政の昭和と平成
発表者 小西砂千夫 人間福祉学部教授









































































































































































































Cameron, N. & McDermott, F.（2007）Social Work and

























































日時：2019年 7月 1日（月）13 : 30～15 : 00
場所：B 号館 103号室
 特別講演「英国の子どもの貧困」















2019年 6月 21日（金）13 : 30～16 : 40、関西
























発表 1：KWEON, Sug-In 氏（ソウル大学人類
学科教授）「外国人労働者、ロボット、AI：最先
端の社会的適応力が求められる介護現場」、発表
2：JEE, Eun-sook 氏（ソウル大学人類学科 BK21
plus 事業団助教授）「韓国の介護保険制度と男性
介護者たちの家族介護経験：男性家族療養保護士
を中心に」、発表 3：PARK, Seung-hyun 氏（ソウ
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図 2 EPA 介護福祉士人材育成スキーム
















































































































































































日 時 2019年 11月 7日（木）
13時 30分～15時
質疑は G 306教室に移動して、16時 40分まで
続いた。





















・Social policy in a cold climate : policies and their




・The peer composition of pre-school settings in
England, and early recorded attainment among low
-income children, British Journal of Sociology of
Education, 2019
・Making sense of the social policy impacts of
Brexit, Contemporary Social Science, 2019
・Closing the gap in access to free ‘universal’ early
education : what types of provision can help low-









































































































































































































































































































講演会は 2019年 11月 28日（木）の午前 11 :

















































































































































































































ャルワーカー連盟（International Federation of So-













































































































祉学科の 3年生を中心に教職員 3名を含む 104名
が参加した。




























































































































































































































































『Human Welfare』第 12巻第 1号 2020
234
を通して、児童虐待や子どもへの支援等に関し
て、今後自らがとるべき行動について考えること
のできた学生もいた。
 地域社会からの排除が犯罪や問題を生み出し
ているのであれば、加害者、虐待をしている
親のことを責めるのではなく、どうしてそん
な事が起きているのかを自分達が少しずつで
も考えていく責任があるのかなと思いまし
た。今厳罰化とかも進められていますが、厳
罰化だけで犯罪が起きなくなるわけではない
と思うし、むしろ孤立が深まる気がします。
加害者の裏にある被害を知ったり、フォロー
をしていく体制を整えていったりする事が大
切だと今日の話を聞いて感じました。もっと
自分を含めて優しくて柔らかい社会になれば
いいなと思いました。
 遊びの中から子どもの家庭の状況が見えてく
る。里が女性ばかりになってきたのはなぜ
か。制度ではなく、ニーズによってサービス
をつくる。〇〇はダメではなく、なぜそのよ
うになってしまったのかを考える事が重要→
ニュースでは悪いところしか取り上げられな
い、自分は文字や表面だけ見ている。という
事などが気になり、また学んだことです。自
分は出会って意味のある大人になる義務があ
るなと、自分磨きを頑張ろうと思いました。
結語
学生たちの感想を読むと、今回の映画上映及び
重江監督による講演が、社会福祉・ソーシャルワ
ークを学ぶ学生たちにとって大きな学びの機会と
なったことが分かった。お忙しい中、また、夕刻
に本学までお越しくださり、ご講演くださった重
江氏に感謝申し上げる。また、本行事の補助やサ
ポートをしてくださった人間福祉学部研究会並び
に事務室の方々に感謝申し上げる。
（馬場幸子）
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